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■計画の見直しについて 

廃棄物の不法投棄などの身近な問題や生物多様性の喪失、地球温暖化対策の新たな枠組みと

してパリ協定が発効するなど環境問題とその対策をめぐる状況は日々変化しています。 

また、現行の計画が平成 30 年度（2018 年度）に計画期間の満了を迎えること、そしてこ

れらの環境問題とその対策を考慮するため、新たな計画「第二次湖南市環境基本計画」の策定

を行います。 

■計画の位置づけ 

本計画は、環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進するものであり、第二次湖南

市総合計画を環境面から推進する部門別計画として位置づけられています。また、関連計画を

環境保全などの視点から調節し、整合を図る役割も持っています。 

 

Ⅰ．第二次湖南市環境基本計画策定について 

第二次湖南市環境基本計画策定方針案について 

平成 30 年 10 月９日 第１回湖南市環境審議会 

■計画の期間 

本計画の期間は、平成 31 年度（2019 年度）から平成 40 年度（2028 年度）までの 10

年間とし、計画期間を前期と後期に分け、前期は平成 31 年度（2019 年度）から平成 35 年

度（2023 年度）までの５年間とします。 

■計画の対象 

（１）環境の範囲 

本計画で対象とする環境の範囲は次のとおりです。 

 

（２）主体とその役割 

 主体 役割 

市 民 

来訪者 

・日常生活において環境にやさしい行動を実践するよう努めます。 

・市が行う環境の保全に関する施策に積極的に参加し、環境負荷の少ない社会の形成に努めま

す。 

事業者 

・事業活動が環境に与える影響を認識し、事業活動に伴う環境負荷を少なくするよう努めます。 

・市が行う環境の保全に関する施策に積極的に参加し、環境負荷の少ない社会の形成に努めま

す。 

市 

・環境保全の視点を重視した事業を実施します。 

・市民と事業者へ環境に関する情報の発信、学習による意識の向上を図るとともに、市民や事

業者の模範となるよう、市自ら率先して環境への負荷の少ない行動・取組みを推進します。 

 

項目 内容 

自然環境 南北の山系（阿星・岩根）、里地里山、河川、生物多様性（動植物） など 

生活環境 大気、水質、騒音・振動、悪臭、土・地下水、有機化学物質、環境美化 など 

快適環境 公園緑地、水辺環境、景観、歴史・文化財 など 

地球環境 
資源循環（廃棄物・エネルギー）、河川を軸として琵琶湖へと連なる流域のつながり（水循環）、

地球温暖化 など 

人づくり 環境教育、環境活動、情報発信 など 

 

年度 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 

             

 

中間 

検証 

策定 

第二次湖南市環境基本計画 第三次 

資料３ 

■環境基本計画とは 

環境基本計画は、環境基本法第 36 条に基づき、地域の自然的社会的条件に応じた環境の保

全のために必要な施策を、総合的かつ計画的に推進するための計画です。 

本市では、平成 21 年（2009 年）9 月に「湖南市環境基本計画」を策定しています。 

（参考資料２） 

 

湖 南 市 

関 連 計 画 

・湖南市都市計画マスタープラン 

・湖南市景観計画 

・湖南市地域自然エネルギー地域活

性化戦略プラン 

・湖南市地域防災計画 

など 

第二次湖南市総合計画 

第二次湖南市環境基本計画 

湖南市環境基本条例 

関連法令・計画 

・環境基本法・環境基本計画 

・地球温暖化対策の推進に関する法律 

・循環型社会形成推進基本法 

・生物多様性基本法・生物多様性国家戦略 

・鳥獣保護管理法 

など 

関連計画 

・第四次滋賀県環境総合計画 

・生物多様性しが戦略 

・琵琶湖保全再生施策に関する計画 

・滋賀県低炭素社会づくり推進計画 

・第１２次鳥獣保護管理事業計画 

など 

国 滋 賀 県 

整合 

調整 

 

整合 

■計画策定のスケジュール 

（参考資料３） 
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Ⅱ．環境像と施策の体系（案） 

本計画の「環境像」と「環境像」を実現するための「施策の体系」は以下のとおりです。目指す環境の未来の姿（環境像）は現行計画から変わらないため現行計画を踏襲し、基本目標及び施策の

方向性、施策については現状と課題を踏まえて見直しを行いました。 

 【環境像】 【基 本 目 標】 【施 策 の 方 向 性】 【施  策】 

１ 多様な自然環境の保全・再生 
②河川やため池の水辺環境の保全・再生 
 

①阿星山系・岩根山系の森林の保全・再生 
③里地里山の保全と活用 

②野生鳥獣の適正な管理 
 

①貴重な生物の保全 
③外来生物の対策の強化 

①自然にふれあう場の整備と提供 ②自然の恵みの観光振興への活用 

①環境公害などの継続的な監視 ②公害の未然防止 

①ポイ捨て行為やペットに関するマナー
対策の強化 

②ごみの不法投棄と環境美化対策 
の強化 

①まちなかの緑の整備・創出 ②水にふれあえる水辺空間の整備 

①歴史遺産の保存推進 ②伝統文化・工芸などの保存・継承 
推進 

①３Ｒの推進 
③地産地消の推進 

②ごみ処理体制の整備 
 

①県や近隣市町と連携した琵琶湖流域 
の保全・再生 

②水の適正な利用促進 

①環境教育の推進 
③環境に関する意識啓発の強化 

②環境学習の推進 
 

①地域組織や環境関連団体の取組推進 ②事業者の取組推進 

①環境関連情報をまとめたサイトの整備 ②様々な活動主体間の連携強化 

①地域自然エネルギーの利用促進 
③省エネルギーの促進 
④地球温暖化緩和策の推進 

②地域自然エネルギーの観光振興への
活用 

⑤地球温暖化適応策の推進 

人と自然が共生するまち 
 

私たちに数々の恵みを与えてくれ

る自然の大切さを再認識し、その豊

かさを守るべく環境との調和を図る

とともに、自然とのふれあいを通じ

て自然を大切にする心を育みます。 

野 

洲 

川 

の 

清 

流 

山 

々 

の 
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色 

歴 

史 

が 
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む 
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つ 

く 

し 

湖 

南 

安心・安全にくらせるまち 
 

私たちが健康な生活を維持してい

くために必要となる良好な生活環境

を確保します。 

心豊かなくらしと文化 

を育むまち 
私たちの心を豊かにしてくれる緑

や水辺、地域に残る歴史文化を大切

に守り未来につなげます。また、ウツ

クシマツ自生地や東海道沿いの町並

み景観など本市ならではの地域資 

源を保全・活用します。 

低炭素・循環型のまち 
 

食品ロス削減など３Ｒの取組を強

化しごみの資源循環を進めます。ま

た、市域に捉われず琵琶湖流域を意

識した取組の普及を目指します。 

地域自然エネルギーなどを活用して

市ならではの地球温暖化対策を 

進めます。 

こなんの未来を育む 

人・地域づくり 
 

市民、事業者、市が協力して環境に

関わる人や地域づくりを進めるとと

もに、様々な団体の連携を強化する

ことで、地域が主体となった環境 

自治の普及を図ります。 

２ 生物多様性の保全 

３ 人と自然がふれあう機会の創出 

４ 公害のないまちづくりの推進 

５ 環境美化の推進 

６ 水と緑の保全・創出 

７ 歴史・文化の保存・継承 

８ 地域資源の保全・活用 

14 人と地域を結ぶ体制の構築 

13 環境保全を担う地域づくりの推進 

12 環境保全を担う人づくりの推進 

10 琵琶湖とのつながりを意識した 

流域環境づくり 

９ ごみ減量・リサイクルの推進 

11 地球温暖化対策の推進 

①ウツクシマツ自生地の保全・再生 
③東海道沿いの町並み景観の保全 
⑤地域資源の観光振興への活用 

②農村景観の保全・形成 
④空き家・空き地対策の強化 
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